
漢
語
「
特
別
」
に
つ
い
て
の
考
察

―
―
中
日
語
彙
交
流
の
視
点
か
ら
―
―

胡

新

祥

１

は
じ
め
に

現
代
中
国
語
と
現
代
日
本
語
に
は
同
形
語
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。「
特

別
」
と
い
う
語
も
そ
の
一
例
で
あ
り
、
現
代
中
国
語
に
お
い
て
も
現
代
日
本

語
に
お
い
て
も
「
特
別
」
は
〈
普
通
で
は
な
い
、
と
り
わ
け
〉
と
い
う
意
味

を
表
す
。
同
形
同
義
語
・
同
形
異
義
語
・
同
形
類
義
語
の
三
つ
の
分
類
で
言

う
と
、
こ
の
「
特
別
」
は
同
形
同
義
語
に
当
た
る
よ
う
で
あ
る
が
、
実
際
に

詳
し
く
分
析
す
る
と
、
現
代
中
国
語
と
日
本
語
に
お
け
る
「
特
別
」
は
実
は

微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。

中
国
で
は
中
日
同
形
語
、
特
に
同
形
類
義
語
に
つ
い
て
の
研
究
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
同
形
同
義
語
は
漢
字
表
記
も
意
味
合
い
も
同
じ
な

の
で
、
往
々
に
し
て
研
究
価
値
の
な
い
も
の
と
無
視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し

か
し
、「
特
別
」
と
い
う
同
形
語
が
ど
こ
に
由
来
す
る
か
と
い
う
問
い
に
対

し
て
、「
そ
れ
は
中
国
語
由
来
の
も
の
だ
ろ
う
」
と
安
易
に
答
え
て
し
ま
い

そ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
事
実
に
反
す
る
。
筆
者
の
考
察
に
よ
る
と
、「
特

別
」
は
日
本
人
の
手
に
よ
る
和
製
漢
語
で
あ
っ
て
、
十
九
世
紀
末
、
二
十
世

紀
初
頭
の
中
国
語
に
借
用
さ
れ
た
結
果
、
現
代
中
国
語
で
使
用
さ
れ
て
い
る

語
で
あ
る
。

本
論
文
で
は
中
日
語
彙
交
流
の
視
点
か
ら
中
日
同
形
語
の
「
特
別
」
を
歴

史
的
に
詳
し
く
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
、「
特
別
」
の
語
誌
研
究

に
よ
っ
て
日
中
両
国
間
の
語
彙
交
流
史
も
垣
間
見
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

２

辞
書
記
述

辞
書
の
記
述
が
す
べ
て
正
し
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
特

別
」
の
語
誌
を
あ
る
程
度
概
観
で
き
、
ま
た
、
調
査
の
手
が
か
り
と
も
な
り

う
る
。
そ
こ
で
、
調
査
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
は
日
中
両
国
の
代
表
的
な
辞
書

に
お
け
る
「
特
別
」
の
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
に
す
る
。

２.１
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
の
記
述

『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』（
小
学
館

二
〇
〇（
１
）二）
で
は
「
特
別
」

の
意
味
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。
記
述
は
や
や
長
い
が
、
後
の
便
宜
の
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た
め
全
部
を
こ
こ
に
写
す
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
以
下
同
様
。

【
一
】〔
名
〕

（
形
動
）
普
通
一
般
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。
普

通
で
な
い
さ
ま
。
格
別
。

＊
花
柳
春
話
〔
一
八
七
八
〜
七
九
〕〈
織
田
純
一
郎
訳
〉
二
七
「
女
は

一
個
特
別
（
ト
ク
ベ
ツ
）
の
男
を
愛
恋
す
」

＊
哲
学
字
彙
〔
一
八
八
一
〕「Special

特
別
」

＊
小
説
神
髄
〔
一
八
八
五
〜
八
六
〕〈
坪
内
逍
遙
〉
下
・
脚
色
の
法
則

「
あ
ま
り
に
特
別
（
ト
ク
ベ
ツ
）
に
之
を
保
護
し
て
其
危
難
を
し
も

免
る
る
は
」

＊
民
法
（
明
治
二
九
年
）〔
一
八
九
六
〕
三
六
条
「
法
律
又
は
条
約
中

に
特
別
の
規
定
あ
る
も
の
は
此
限
に
在
ら
す
」

＊
今
年
竹
〔
一
九
一
九
〜
二
七
〕〈
里
見
弴
〉
夏
霜
枯
・
三
「
お
前
の

好
き
な
志
村
の
出
世
話
だ
か
ら
と
思
っ
て
、
特
別
を
も
っ
て
お
前
だ

け
に
聞
か
せ
て
や
る
ん
だ
か
ら
な
」

＊
謝
彬
―

新
疆
遊
記
「
此
則
中
俄
両
国
治
理
領
土
之
特
別
法
律
也
」

【
二
】〔
副
〕

（
１
）
物
事
の
状
態
、
性
質
な
ど
の
度
合
が
普
通
よ
り
は
な
は
だ
し
い

意
を
表
わ
す
。
と
り
た
て
て
。
と
り
わ
け
。
特
に
。

＊
音
訓
新
聞
字
引
〔
一
八
七
六
〕〈
萩
原
乙
彦
〉「
特
別

ト
ク
ベ
ツ
ト

リ
ワ
ケ
」

（
２
）（
下
に
打
消
を
伴
っ
て
）
そ
れ
ほ
ど
。
た
い
し
て
。

こ
の
記
述
を
見
る
限
り
、
日
本
の
辞
書
類
に
お
け
る
「
特
別
」
の
初
出
は

『
音
訓
新
聞
字
引
』（
萩
原
乙
彦

一
八
七
六
）
で
あ
る
。
明
治
初
期
の
漢

語
集
、
漢
語
字
引
類
は
当
時
の
布
令
、
新
聞
に
出
て
い
た
難
解
な
漢
語
を
収

集
し
、
わ
か
り
や
す
い
和
訓
を
付
け
た
一
般
民
衆
向
け
の
漢
語
啓
蒙
書
で
あ

る
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
て

い
る
『
音
訓
新
聞
字
引
』（
萩
原
乙
彦

一
八
七
六
）
に
は
次
の
よ
う
に
見

え
る
。〔

牛
部
〕

特
別
（
ベ
ツ
）

ト
リ
ワ
ケ

（『
音
訓
新
聞
字
引
』
萩
原
乙
彦

一
八
七
六
）

そ
の
凡
例
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

維
新
ノ
際
底
事
カ
。
新
シ
カ
ラ
ズ
ト
謂
物
ナ
シ
。
就
中
各
社
甲
乙
ノ
。

新
聞
誌
ハ
。
奇
中
ノ
奇
。
新
中
ノ
新
ヲ
出
シ
テ
。
競
行
盛
大
日
倍
ス
。

是
上
ハ
今
日
ノ
御
布
令
ヨ
リ
。
下
俗
間
ノ
事
件
猥
雑
。
報
告
ニ
随
ヒ
風

聞
ニ
依
リ
。
千
態
萬
状
漏
脱
ナ
ク
。
議
論
紛
々
減
否
ヲ
憚
バ
ズ
。
公
然

ト
シ
テ
撮
載
シ
。
勇
テ
嫌
忌
ノ
憚
畏
ナ
キ
ハ
。（
以
下
略
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
に
お
い
て
布
令
、
あ
る
い
は
新
聞
に
「
特
別
」
の

使
用
例
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』（
二
〇
〇
二
）
で
は
、「
女
は
一
個
特
別

（
ト
ク
ベ
ツ
）
の
男
を
愛
恋
す
」（
織
田
純
一
郎
訳
『
花
柳
春
話
』
一
八
七

八
〜
七
九
）が
最
も
早
い
時
期
の
用
例
で
あ
る
。『
花
柳
春
話
』（
一
八
七
八
〜

七
九
）
は
、
織
田
純
一
郎
がEdw

ard
Bulw

er
Lytton

（
一
八
〇
三
〜
一

八
七
三
）
の
『Ernest

M
altravers

』
と
『A

lice
or
the
M
ysteries

』
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を
抄
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
用
例
の
第
二
七
章
「
脱
来
細
網
寸
分
隙

欲
飲

大
洋
万
里
波
」
が
原
著
『Ernest

M
altravers

』
の
「BO

O
K
IV

」
の

「CH
A
PT
ER

II

」
に
当
た
る
が
、
抄
訳
の
た
め
「
特
別
」
の
原
語
は
特

定
で
き
な
か
っ
た
。

一
方
、
井
上
哲
次
郎
ら
に
よ
る
『
哲
学
字
彙
』（
初
版

一
八
八
一
）
に

「
特
別
」
が
「Special
」
の
対
訳
語
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大

き
な
意
味
を
持
つ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
哲
学
字
彙
』
シ
リ
ー
ズ
は
日
本
最
初

の
哲
学
辞
典
で
あ
り
、
編
纂
目
的
が
訳
語
の
統
一
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

当
時
、
西
欧
か
ら
導
入
さ
れ
た
概
念
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
訳
語
が
当
て
ら

れ
て
お
り
、
統
一
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
で
は
、
中
国
側
の
用
例
と
し
て
「
此
則
中

俄
両
国
治
理
領
土
之
特
別
法
律
也
」（『
新
疆
遊
記
』
謝
彬
）
が
挙
げ
ら
れ
、

こ
れ
を
「
特
別
」
の
出
典
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。し
か
し
、

謝
彬
（
一
八
八
七
〜
一
九
四
八
）
は
一
九
一
二
年
に
日
本
の
早
稲
田
大
学
に

入
学
し
、
政
治
経
済
学
を
学
ん
だ
。
一
九
一
六
年
に
孫
文
の
指
示
を
受
け
て

財
政
部
特
派
員
と
し
て
新
疆
に
赴
い
た
。『
新
疆
遊
記
』
は
、
そ
の
時
の
新

疆
視
察
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
に
孫
文
が
民
国
九
年
（
一
九
二

〇
年
）
七
月
二
十
六
日
に
書
い
た
「
序
」
が
あ
り
、
ま
た
、
謝
彬
自
身
が
中

国
民
国
十
一
年
（
一
九
二
二
）
十
二
月
十
日
に
書
い
た
「
略
例
」
も
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
時
代
的
に
考
え
る
と
、『
新
疆
遊
記
』

に
お
け
る
「
特
別
」
の
使
用
は
日
本
語
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
大
き
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

２.２
『
漢
語
大
詞
典
』
の
記
述

次
に
、
参
考
と
し
て
中
国
の
『
漢
語
大
詞
典
』（
羅
竹
風
他

一
九
八（
２
）六）

を
見
る
。
そ
し
て
、
辞
書
の
体
裁
を
統
一
す
る
た
め
に
、
こ
の
記
述
を
『
日

本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
に
合
わ
せ
て
整
え
て
お
く
。
さ
ら
に
、
そ
の
用
例

に
は
成
立
年
代
が
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
も
対
照
で
き
る
よ
う
に
付

け
加
え
た
。

（
１
）
不
一
般
、
与
衆
不
同
。〈
普
通
で
は
な（
３
）い〉

＊
三
国
志
平
話
・
上
巻
〔
元
（
一
二
七
一
〜
一
六
三
八
）〕〈
作
者
不
明
〉

「
呂
布
東
北
而
進
。
数
日
、
見
桑
麻
地
土
特
別
」

＊
劫
後
桃
花
・
十
八
〔
一
九
三
五
〕〈
洪
深
〉「
汪
翻
訳
官
対
瑞
芬
的
態

度
、
很
是
有
些
特
別
」

（
２
）
格
外
。〈
格
別
に
〉

＊
寒
夜
・
九
〔
一
九
四
四
〜
一
九
四
六
〕〈
巴
金
〉「
他
走
得
很
慢
。
身

子
揺
揺
晃
晃
、
頭
変
得
特
別
重
」

＊
駱
駝
祥
子
〔
一
九
三
七
〕〈
老
舎
〉「
街
上
的
冷
静
使
�
的
声
音
顕
著

特
別
的
清
亮
」

（
３
）
特
地
、
特
意
。〈
わ
ざ
わ
ざ
〉

＊
関
於
和
平
談
判
問
題
的
報
告
〔
一
九
四
九
年
四
月
十
七
日
〕〈
周
恩

来
〉「
今
天
特
別
請
諸
位
来
此
聚
会
…
…
向
大
家
請
教
」

（
４
）
尤
其
。〈
特
に
〉

＊
赶
集
・
黒
白
李
〔
一
九
三
四
〕〈
老
舎
〉「
�
似
乎
很
不
満
李
家
兄
弟
、

特
別
是
対
黒
李
」

＊
論
十
大
関
係
・
二
〔
一
九
五
六
年
四
月
二
十
五
日
〕〈
毛
沢
東
「
必

須
更
多
地
利
用
和
発
展
沿
海
工
業
、
特
別
是
軽
工（
４
）業」

『
漢
語
大
詞
典
』
の
記
述
を
見
る
と
、「
呂
布
東
北
而
進
。
数
日
、
見
桑
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麻
地
土
特
別
」（『
三
国
志
平
話
・
上
巻
』

元
）
以
外
の
用
例
は
す
べ
て
二

十
世
紀
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
現
存
す
る
世
界
唯
一
の
刊
本
の
『
至
治
新
刊
全
相
平
話
三

国
志
』
を
調
べ
て
み
た
。

呂
布
東
北
而
進
。
数
日
、
見
桑
麻
地
土
特
別
。
呂
布
問
此
処
是
那
裏
？

有
人
告
曰：

是
徐
州
地
面
。

（『
全
相
平
話
・
三
国
志
』

至
治
年
間
（
一
三
二
一
〜
二
三
））

〈
訳
文
〉〈
呂
布
が
東
北
の
方
向
を
進
み
、
数
日
を
経
て
桑
と
麻
の
生

え
た
土
地
を
見
て
、特
別
だ
な
と
感
じ
た
呂
布
は
「
こ
こ
は
ど
こ
？
」

と
聞
い
た
。
す
る
と
、
あ
る
人
が
「
こ
こ
は
徐
州
の
地
だ
」
と
答
え

た
。〉

上
記
の
内
容
を
見
る
と
、
文
中
の
「
特
別
」
は
〈
普
通
で
は
な
い
、
格
別
〉

と
い
う
意
味
を
表
す
。
こ
の
よ
う
に
「
特
別
」
の
使
用
が
元
の
至
治
年
間

（
一
三
二
一
〜
一
三
二
三
）
に
遡
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
ほ

か
の
用
例
が
い
ず
れ
も
二
十
世
紀
以
降
の
も
の
な
の
か
と
い
う
疑
問
を
禁
じ

え
な
い
。３

先
行
研
究

「
特
別
」
は
確
か
に
古
代
中
国
語
に
存
在
し
た
語
で
は
あ
る
が
、
日
本
語

に
お
け
る
歴
史
は
そ
れ
ほ
ど
長
く
な
く
、
幕
末
・
明
治
時
代
に
確
立
さ
れ
た

新
し
い
漢
語
の
よ
う
で
あ
り
、
近
代
新
漢
語
の
性
格
を
有
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、『
明
治
の
こ
と
ば
辞
典
』（
一
九
八
六
）、『
現
代
に
生
き
る
幕
末
・
明
治

初
期
漢
語
辞
典
』（
二
〇
〇
七
）、『
近
現
代
辞
源
』（
二
〇
一
〇
）
や
、
国
際

日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
日
本
語
語
彙
研
究
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
下
記
の
よ
う
な
記
述
を
見
つ
け
た
。

◆
と
く
べ
つ
（
副
・
形
動
）

特
別

①
「
其
他
婦
人
ト
同
座
ス
ル
ト
キ
ハ
特
別
ニ
言
語
ヲ
慎
ミ
、」（
加
藤
弘

之
「
夫
婦
同
権
ノ
流
弊
論
」
一

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）『
明
六

雑
誌
』
三
十
一
号
）

②
「
カ
ノ
特
別
ノ
観
念
ヲ
作
リ
得
レ
ド
モ
組
織
ナ
ル
観
念
ヲ
ナ
シ
得
ザ

ル
ハ
、
唯
人
種
ニ
由
ル
如
ク
見
エ
」、
西
周
「
学
問
ハ
淵
源
ヲ
深
ク

ス
ル
ニ
有
ル
ノ
論
」
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
八
月

『
学
芸
志

林
』
二
）

③
「
此
輩
ヲ
教
育
シ
後
日
ノ
津
路
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ニ
特
別
ノ
注
意
ヲ
欠

ク
可
ラ
ズ
。」（
小
幡
篤
次
郎
・
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
六
月

「
専
門
学
校
ノ
切
要
ヲ
論
ズ
」）

④
「
之
ヲ
私
法
ヨ
リ
分
離
シ
一
種
特
別
ノ
者
ト
為
ス
ヲ
好
良
ト
ス
。」

（
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
・『
法
律
大
意
講
義
』
加
太
邦
憲
筆
記

第
十
二

号

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
五
月
七
日
）

意
味
・
出
自

普
通
一
般
と
は
ち
が
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の

さ
ま
。
謝
彬
『
新
疆
遊
記
』「
此
則
中
俄
両
国
治
理
領
土
之
特
別
法
律

（
５
）也。」

（『
現
代
に
生
き
る
幕
末
・
明
治
初
期
漢
語
辞
典
』

佐
藤
亨

二
〇
〇
七
）

『
現
代
に
生
き
る
幕
末
・
明
治
初
期
漢
語
辞
典
』（
佐
藤
享

二
〇
〇
七
）
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に
よ
る
と
、「
其
他
婦
人
ト
同
座
ス
ル
ト
キ
ハ
特
別
ニ
言
語
ヲ
慎
ミ
」（「
夫

婦
同
権
ノ
流
弊
論
」
加
藤
弘
之

一
八
七
五
）
が
最
も
早
い
こ
と
に
な
る

が
、
実
際
は
、
そ
れ
よ
り
一
年
前
の
加
藤
弘
之
「
米
国
政
教
一
」（『
明
六
雑

誌
』

一
八
七
四
）
に
お
い
て
「
特
別
」
が
既
に
二
回
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
１
）
蓋
シ
容
忽
ノ
字
ハ
国
家
特
別
ニ
尊
敬
ス
ル
所
ノ
一
教
派
ア
リ
ト

雖
モ
猶
他
ノ
諸
教
派
ヲ
モ
勇
テ
禁
止
セ
ス
シ
テ
共
ニ
人
々
ノ
之
ヲ
信

奉
ス
ル
ヲ
許
ス
。

（
２
）
此
国
ニ
於
テ
ハ
ホ
ー
フ
キ
ル
ヘ
ト
称
ス
ル
教
会
ヲ
以
テ
国
教
会

ト
定
メ
テ
特
別
ニ
之
ヲ
尊
敬
ス
ト
雖
モ
猶
他
ノ
諸
教
会
ヲ
モ
共
ニ
容

忍
ス
。

用
例
の
（
１
）（
２
）
の
「
特
別
に
」
は
〈
と
り
わ
け
〉
と
い
う
意
味
で

使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
初
期
の
早
い
用
例
が
加
藤
弘
之
の
文

章
に
多
数
見
ら
れ
る
こ
と
は
何
ら
の
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、『
明
六
雑
誌
』
の
よ
う
な
大
き
な
影
響
力
を
持
つ

メ
デ
ィ
ア
に
「
特
別
」
の
使
用
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、『
音
訓
新
聞
字
引
』

（
萩
原
乙
彦

一
八
七
六
）
に
「
特
別
」
が
収
録
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

特
別

te
bie

与
衆
不
同；

不
普
通
。

❶
１
８
８
９
年
傅
雲
龍
《
遊
歴
日
本
図
経
》
巻
十
九
「
常
任
委
員
及
特

別
委
員
凡
有
開
会
之
事
項
由
該
会
長
報
告
国
務
大
臣
曁
政
府
委
員
」
❷

１
８
９
９
年
《
清
議
報
》
十
五
冊
《
英
俄
協
商
匯
報
》「
本
協
商
中
、

有
牛
庄
鉄
道
保
護
特
別
条
約
」
❸
１
９
０
３
年
項
文
瑞
《
遊
日
本
学
校

筆
記
》「
嘉
納
君
給
遊
学
印
信
、
以
便
随
意
考
求
、
文
瑞
得
以
本
国
衣

冠
在
師
範
科
特
別
傍
聴
」

特
別
快
車

te
bie
kuaiche

指
停
車
很
少
、
行
車
時
間
比
直
達
快

車
短
的
旅
客
列
車
。
簡
称
特
快
。
❹
１
９
１
７
年
３
月
９
日
《
経
享
頤

日
記
》「
午
膳
後
整
物
、
三
時
乗
特
別
快
車
赴
滬
、
遇
姚
立
人
、
杭
州

鉄
路
局
長
、
因
病
回
家
」
❺
１
９
１
７
年
徐
珂
《
清
稗
類
鈔
・
舟
車
類
・

慢
車
快
車
》「
鉄
道
開
車
之
速
率
、
有
慢
車
及
快
車
、
特
別
快
車
三（
６
）種」

（『
近
現
代
辞
源
』
黄
河
清

二
〇
一
〇
）

次
に
、『
近
現
代
辞
源
』（
黄
河
清

二
〇
一
〇
）
を
見
る
と
、「
特
別
」

と
「
特
別
快
車
」
が
近
代
の
新
し
い
中
国
語
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、「
特
別
快
車
」
は
「
特
別
」
に
よ
る
造
語
で
あ
る
た
め
、

こ
こ
で
は
「
特
別
」
に
つ
い
て
少
し
考
察
を
く
わ
え
て
お
く
。「
特
別
」
の

用
例
に
は
、
晩
清
時
代
の
日
本
研
究
書
と
し
て
評
価
が
高
い
『
遊
歴
日
本
図

経
』（
傅
雲
龍

一
八
八
九
）
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
は
傅
雲
龍
が

日
本
視
察
に
赴
い
た
際
の
記
述
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
文
中

の
「
特
別
委
員
」
な
ど
も
当
時
の
日
本
の
事
情
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、「
英
俄
協
商
彙
報
」
に
見
え
る
「
有
牛
庄
鉄
道
保
護
特
別

条
約
」
と
い
う
用
例
も
『
清
議
報
十
五
』
の
「
万
国
近
事
」
に
よ
っ
て
そ
の

原
文
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
『
清
議（
７
）報』
は
清
末
、
日
本
に
亡

命
中
の
維
新
派
中
核
で
あ
る
梁
啓
超
が
横
浜
で
刊
行
し
た
変
法
維
新
派
の
機

関
紙
で
あ
る
。
従
っ
て
、
文
中
の
「
特
別
条
約
」
は
当
時
の
日
本
語
か
ら
借

用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
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４

中
国
語
に
お
け
る
「
特
別
」

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
近
代
中
国
語
に
お
け
る
「
特
別
」
は
か
な

り
日
本
語
の
影
響
を
受
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、『
三
国
志
平
話
』
の
「
見

桑
麻
地
土
特
別
」
が
示
す
よ
う
に
、
元
代
に
「
特
別
」
の
使
用
が
見
え
る
。

そ
こ
で
、
改
め
て
歴
史
的
に
「
特
別
」
の
使
用
状
況
を
究
明
す
べ
く
、「
彫

龍
中
国
古
籍
庫
」、
北
京
大
学
中
国
語
言
学
研
究
中
心
（Center
for

Chinese
Linguistics

PK
U

）
の
「
古
代
漢
語
数
据
庫
」、
そ
し
て
台
湾
中

央
研
究
院
の
「
漢
籍
電
子
文
献
」
な
ど
の
古
代
中
国
語
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使

用
し
て
調
査
し
た
結
果
を
下
記
に
示
し
て
お
く
。

（
４
）
既
以
親
旧
厚
意
、
常
使
之
外
、
今
特
別
遣
大
臣
虞
慶
則
、
往
彼

看
女
、
複
看
沙
鉢
略
也
。（『

北
史
・
巻
八
十
七
』
李
延
寿

六
五
九
）

〈
訳
文
〉〈
既
に
厚
い
親
交
が
あ
る
か
ら
、
通
常
の
使
者
以
外
に
別
途

大
臣
虞
慶
則
（
人
名
）
を
遣
わ
し
、
大
義
公
主
と
沙
鉢
略
可
汗
を
お

見
舞
い
す
る
。〉

（
５
）
羅
撒
温
等
以
献
物
賜
直
小
不
受
、
及
請
所
献
独
峰
橐
駝
。
詔
以

遠
人
特
別
賜
銭
五
千
貫
、
以
橐
駝
帰
之
、
而
与
其
己
賜
之
直
。

（『
宋
史
・
四
九
〇
巻
』
脱
脱

一
三
四
五
）

〈
訳
文
〉〈
羅
撒
温
（
ホ
ー
タ
ン
王
国
の
使
者
）
は
貢
物
へ
の
返
礼
が

少
な
い
の
を
理
由
に
し
て
返
礼
を
受
け
取
ら
ず
、
そ
し
て
貢
物
の
独

峰
駱
駝
の
返
還
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
北
宋
は
使
者
が
遥
々

と
来
朝
し
た
こ
と
を
労
い
、
貢
物
の
独
峰
駱
駝
と
最
初
の
返
礼
の
上

に
さ
ら
に
銭
五
千
貫
を
賜
っ
た
。〉

用
例
（
４
）
は
、
隋
の
文
帝
（
五
八
一
年
〜
六
〇
四
年
在
位
）
が
突
厥
の

沙
鉢
略
可
汗
に
宛
て
た
国
書
の
中
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
沙
鉢
略
可
汗
の

妻
で
あ
る
大
義
公
主
が
文
帝
の
義
理
の
娘
と
な
っ
た
の
で
、
沙
鉢
略
可
汗
は

文
帝
か
ら
破
格
の
待
遇
を
受
け
た
。
よ
っ
て
、
こ
こ
の
「
特
別
」
は
一
語
で

は
な
く
、〈
特
に
、
別
途
〜
〜
〉
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。

用
例
（
５
）
は
、
一
〇
六
三
年
に
起
こ
っ
た
ホ
ー
タ
ン
王
国
の
使
者
と
北

宋
朝
廷
と
の
外
交
上
の
交
渉
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
特
別
」

は
、
予
定
の
返
礼
以
外
に
別
途
銭
五
千
貫
を
賜
る
こ
と
を
表
し
、
や
は
り
一

語
で
は
な
い
。

管
見
で
は
古
代
中
国
語
に
お
け
る
「
特
別
」
の
使
用
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

上
記
の
用
例
（
４
）（
５
）
の
よ
う
に
、〈
特
に
、
別
途
〜
〜
〉
の
意
味
を
表

す
も
の
で
、
一
語
と
は
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、『
朝
鮮
王
朝
実

録
』
に
お
い
て
は
一
語
と
し
て
熟
し
た
「
特
別
」
の
使
用
が
確
認
で
き
た
。

（
６
）
平
安
道
觀
察
使
時
、
光
厚
爲
都
事
、
雖
無
特
別
賢
良
、
臨
事
謹

愼
、
不
作
弊
者
也
、
不
須
改
之
。

（『
朝
鮮
王
朝
実
録
・
中
宗
実
録
』

（
一
五
〇
八
年
分
））

（
７
）
薦
擧
人
物
事
、
若
知
賢
能
之
人
、
則
何
不
薦
之
乎
？
但
未
見
其

特
別
之
人
、
故
不
敢
薦
也
。

（『
朝
鮮
王
朝
実
録
・
中
宗
実
録
』

（
一
五
一
四
年
分
））

（
８
）
但
李
克
培
嘗
以
通
政
、
爲
慶
尚
道
監
司
矣
。
然
若
非
特
別
之
人
、

則
不
差
也
。

（『
朝
鮮
王
朝
実
録
・
中
宗
実
録
』

（
一
五
二
八
年
分
））
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用
例
（
６
）
〜
（
８
）
の
「
特
別
」
は
何
れ
も
〈
普
通
で
は
な
い
〉
と
い

う
意
味
を
表
し
、「
特
」
と
「
別
」
の
結
合
度
が
高
く
、
一
語
と
見
な
す
べ

き
で
あ
る
。『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
が
歴
史
上
何
度
も
災
難
に
見
舞
わ
れ
た
こ

と
を
考
え
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
旧
蔵
の
「
朝
鮮
王
朝
実
録
画
像
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
で
原
本
を
調
査
し
た
結
果
、
上
記
の
「
特
別
」
を
確
認
で
き
た
。

『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
に
お
け
る
一
語
と
見
な
す
べ
き
「
特
別
」
に
つ
い
て

は
、〈
特
に
、
別
途
〜
〜
〉
か
ら
変
化
し
て
き
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
に
お
け
る
「
特
別
」
の
最
初
の

用
例
を
見
る
と
、〈
特
別
に
〉
と
解
釈
す
る
で
き
る
一
方
、〈
特
に
、
別
途
〜

〜
〉
と
い
う
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。

生
徒
中
擇
其
聰
敏
可
學
者
、
別
處
一
齋
、
資
給
學
廩
、
特
別
敎
養
。

（『
朝
鮮
王
朝
実
録
・
世
宗
実
録
』

（
一
四
二
五
年
分
））

〈
訳
文
〉〈
学
生
の
中
か
ら
頭
が
よ
く
て
勉
学
に
向
い
た
者
を
選
び
出

し
、
学
費
を
支
給
し
て
別
の
と
こ
ろ
で
特
別
に
教
育
す
る
。〉

次
に
、
近
代
中
国
語
に
お
け
る
「
特
別
」
に
つ
い
て
、「
申
報
全
文
数
据

（
８
）庫」
を
中
心
に
、「
晩
清
期
刊
・
民
国
時
期
期
刊
全
文
数
据
庫
」、「
清
代
外

交
档
案
文
献
匯
編
」
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
調
べ
て
み
た
。「
申
報
全
文

数
据
庫
」
で
は
入
力
の
誤
植
に
よ
っ
て
「
特
別
」
と
見
え
る
よ
う
な
用
例
が

い
く
つ
か
あ
る
。
縮
刷
版
の
原
文
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
誤
植
を
排
除
し
た
結

果
、
近
代
に
お
け
る
使
用
例
と
し
て
は
『
申
報
』
に
見
え
る
用
例
（
９
）
が

早
い
。

（
９
）
七
月
九
日
倫
敦
傳
電
至
日
本
云
德
法
兩
國
敵
心
益
熾
大
有
不
得

不
戰
之
勢
法
國
現
令
他
國
人
之
寄
居
國
内
者
一
律
免
其
兵
役
特
別
以

税
課
之
法
德
國
則
與
法
國
痛
絶
往
來
似
此
則
二
國
爭
端
恐
其
終
不
得

免
矣
説
見
日
本
報
。

（
申
報

一
八
八
七
年
八
月
二
十
日
）

用
例
（
９
）
に
「
七
月
九
日
倫
敦
傳
電
至
日
本
云
…
説
見
日
本
報
」
と
あ

る
よ
う
に
、
情
報
源
は
日
本
の
新
聞
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
実
は
「
特
別

以
税
課
之
法
」
と
い
う
表
現
は
中
国
語
と
し
て
は
や
や
難
解
な
も
の
で
あ

り
、
お
そ
ら
く
フ
ラ
ン
ス
が
自
国
に
居
住
し
て
い
る
外
国
人
に
特
別
な
課
税

方
法
を
実
施
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
「
特
別
券
」（
申
報

一
八
九
〇
年
四
月
十
九
日
）、「
特
別
大
演
習
」（
申
報

一
八
九
四
年
二
月

二
十
二
日
）
な
ど
の
語
も
見
え
る
が
、『
朝
日
新
聞
』
の
記
事
と
照
ら
し
合

わ
せ
る
と
、
申
報
で
確
認
で
き
る
近
代
中
国
語
に
お
け
る
「
特
別
」
の
使
用

例
は
日
本
由
来
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
古
代
中
国
語
に

お
け
る
「
特
別
」
の
使
用
状
況
を
考
え
る
と
、「
特
別
」
は
十
九
世
紀
末
、

二
十
世
紀
初
頭
に
日
本
語
か
ら
中
国
語
に
借
用
さ
れ
た
語
で
あ
る
こ
と
は
確

実
で
あ
る
。

５

英
華
字
典
に
お
け
る
「
特
別
」

日
本
語
か
ら
の
借
用
に
は
、「
結
果
」
の
よ
う
に
、
一
旦
来
華
宣
教
師
に

よ
っ
て
英
語
に
対
訳
さ
れ
て
日
本
語
に
借
用
さ
れ
、
日
本
で
成
立
し
た
新
し

い
意
味
が
日
清
戦
争
以
降
再
び
中
国
に
逆
輸
入
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
の

で
、
来
華
宣
教
師
の
英
華
字（
９
）典も
調
べ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。「
特
別
」
が
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初
め
て
中
国
の
英
華
字
典
に
登
場
し
た
の
は
顏
惠
慶
の
『
英
華
大
辭
典
』

（
一
九
〇
八
）
で
あ
る
。『
英
華
大
辭
典
』（
顔
惠
慶

一
九
〇
八
）
に
、「
特

別
」
は
一
一
五
回
出
て
く
る
。
い
く
つ
か
を
次
に
示
し
て
お
く
。

❶Character
D
ecided

qualities

、
特
別
之
品
性

❷Com
panion

A
particular

grade
in
an

order
of

knighthood
、
武
士
隊
之
特
別
等
級

❸Fellow
A
scholar

in
English

universities

、
英
國
大
學
堂

之
特
別
優
待
學
友

❹General
notspecial

、
大
槪
的
、
非
特
別
的w

idely
spread

、

通
行
的
、
盛
行
的
、
普
通
的
、
通
例
的；

❺Special

英
語
原
語
省
略
。
特
別
專
用
之
物
（
如
特
別
火
車
、
特

別
試
驗
、
特
別
電
信
、
信
聞
號
外
等
）（
法
）
特
別
管
理
、
特
別
代

理
、
特
別
貯
積
、
特
別
禁
令
、
特
別
之
爭
點
、
特
別
陪
審
員
、
特
別

之
密
令
、
特
別
合
夥
、
特
別
之
稱
訴
、
特
別
訴
訟
、
特
別
訟
師
、
特

別
訴
詞
、
特
別
開
會
、
議
院
之
特
別
會
議
、
…

❻By-election
A
n
election

held
by
itself

、
補
缺
之
選
舉
（
特

別
而
非
普
通
的
）

上
記
の
❶
〜
❻
で
示
し
た
よ
う
に
、『
英
華
大
辭
典
』（
顏
惠
慶

一
九
〇

八
）
に
「
特
別
」
は
一
気
に
多
く
の
使
用
例
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、「
特
別
」

が
顏
惠
慶
た
ち
編
集
者
に
よ
る
訳
語
で
あ
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
そ

し
て
、
❹
「General

」
の
対
訳
語
に
「
普
通
的
」、
❻
「By-election

」

の
対
訳
語
に
「
特
別
而
非
普
通
的
」
と
あ
っ
て
、「
特
別
」
と
「
普
通
」
が

対
義
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
筆
者
は
以
前
に
「
普
通
」
に
つ
い
て
考
察

し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
結
論
を
繰
り
返
せ
ば
、「
普
通
」
も
和
製
漢（

１０
）語で

あ
っ
た
。
ま
た
、『
英
華
大
辭
典
』（
顏
惠
慶

一
九
〇
八
）
の
、「
例
言
八

則
」
に
「
有
為
英
和
字
典
本
者
」
と
も
あ
り
、
日
本
の
英
和
字
典
類
を
参
考

に
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

例
言
八
則

是
編
采
用
諸
書
。
曁
所
参
考
。
不
下
数
十
百
種
。
有
為
中

国
教
育
会
本
者
。
有
為
江
南
製
造
局
本
者
。
有
為
厳
氏
所
著
本
者
。
有

為
英
和
字
典
本
者
。

次
に
、『
官
話
』（
赫
美
玲

一
九
一
六
）
に
も
「
特
別
」
が
計
三
十
回
見

え
る
。❼Carrier

Special

〜
（
部
定
）
特
別
運
送
人

❽D
ress

Specially
designed

〜

（
新
）
特
別
規
定
制
服

❾Particular

〜

truce

（Internationallaw

）（
部
定
）
特
別

停
戰

10Special

〜

corporation
tax

（
部
定
）
特
別
結
集
税

〜

assessm
ent

（
部
定
）
特
別
派
捐
〜

carrier

（Civil
law

）

（
部
定
）
特
別
運
送
人
〜

indorsem
ent

（Civil
law

）（
部

定
）
特
別
背
署

11Sensation
Special

〜
（
部
定
）
特
別
官
覺

こ
こ
で
は
、
❼
〜
11
の
よ
う
に
、（
新
）
と
（
部
定
）
の
マ
ー
ク
が
付
い

て
い
る
訳
語
が
多
く
見
え
る
。『
官
話
』
の
中
の
「
新
詞
」
と
「
部
定
詞
」

に
つ
い
て
は
、「《
官
話
》（
１
９
１
６
）
及
其
譯
詞
―
―
以
�
新
詞
��
部
定
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詞
�
為
中
心
」（
沈
国
威

二
〇
〇
八
）
に
詳
し
い
考
察
が
あ
る
。

①
現
代
新
語
（m

odern
term

s

）
が
主
に
古
典
漢
語
と
日
本
語
に
由

来
す
る
。「
新
」
の
マ
ー
ク
を
付
け
る
。
②
『
官
話
』
の
新
語
は
ど
こ

か
ら
来
た
の
か
？
赫
美
玲
曰
く
、
主
に
古
典
漢
語
と
日
本
語
に
由
来
す

る
。
造
語
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
主
な
貢
献
者
は
来
華
宣
教
師
と
日
本

人
の
は
ず
で
あ
る
。
③
日
本
語
の
訳
語
が
部
定
詞
の
も
う
一
つ
の
主
要

ソ
ー
ス
で
あ
る
。
部
定
詞
に
お
け
る
日
本
借
用
語
の
量
は
新
語
に
及
ば

な
い
が
、名
詞（

１１
）館が
術
語
を
定
め
た
の
は
一
九
〇
九
〜
一
九
一
〇
年
で
、

た
く
さ
ん
の
日
本
語
借
用
語
が
常
に
新
聞
に
使
わ
れ
、
あ
る
い
は
あ
る

話
題
を
す
る
時
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。（
以
上
、
筆
者

に
よ
る
訳
文
）

上
記
の
よ
う
に
、
二
十
世
紀
初
頭
の
中
国
語
資
料
に
突
如
姿
を
現
し
た

「
特
別
」
は
間
違
い
な
く
当
時
の
日
本
語
か
ら
の
借
用
語
で
あ
る
。
そ
し
て

『
英
華
大
辭
典
』（
顏
惠
慶

一
九
〇
八
）
と
『
官
話
』（
赫
美
玲

一
九
一

六
）
の
訳
語
を
見
る
と
、「Special＝

特
別
」
の
対
訳
関
係
が
目
立
つ
。

そ
こ
で
、「Special

」
に
つ
い
て
、
馬
礼
遜
（Robert

M
orrison

）、
衛

三
畏
（Sam

uel
W
ells
W
illiam

s

）
な
ど
の
来
華
宣
教
師
に
よ
る
英
華
字

典
か
ら
『
華
英
字
典
集
成
』（
鄺
其
照

一
八
九
九
）
に
至
る
ま
で
を
調
査

す
る
と
、
そ
れ
ら
の
『
英
華
字
典
』
に
は
「
特
別
」
の
語
は
見
当
た
ら
ず
、

代
わ
り
に
「
特
」
の
使
用
が
す
こ
ぶ
る
多
い
。

12special
particular,asA

specialedict

特
諭

（RobertM
orrison

『
英
華
字
典
』
一
八
二
二
）

13special

特

（Sam
uelW

ellsW
illiam

s

『
英
華
韻
府
歷
階
』
一
八
四
四
）

14special

、
特
特

special
order

特
旨；

special
edict

特
諭
、
欽
敕；

specialintention

特
意；

specialregulations

盛
典

な
ど

（W
alterH

enry
M
edhurst

『
英
華
字
典
』

一
八
四
七
〜
一
八
四
八
）

15special

特
、
專
登

a
special

edict

特
諭；

a
special

order；

特
旨
、
欽
勅；

for
special

inform
ation

；

特
字
通
知

な
ど

（W
ilhelm

Lobscheid

『
英
華
字
典
』

一
八
六
六
〜
一
八
六
九
）

16specialorspecific

特
、
特
登
、
專
、
專
登；

specialorextra

額
外special

edict
for

inform
ation

特
字
通
知special

regulations

盛
典

（Justin
D
oolittle

『
英
華
萃
林
韻
府
』
一
八
七
二
）

17special

奇
特
、
異
常

specialintention

特
意；

a
special

edict

特
諭；

forspecialinform
ation

特
字
通
知

な
ど

（
鄺
其
照
『
華
英
字
典
集
成
』
一
八
九
九
）

６

近
代
日
本
語
に
お
け
る
「
特
別
」

日
本
語
に
お
け
る
「
特
別
」
の
成
立
を
究
明
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は

ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
の
日
本
古
典
文
学
全
集
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
諸

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
及
び
彫
龍
中
国
古
籍
庫
の
日
本
古
典
書
籍
な
ど
を
調
査
し
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た
と
こ
ろ
、
古
典
日
本
語
に
お
い
て
「
特
別
」
の
使
用
は
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
そ
し
て
、
日
本
語
に
お
け
る
「
特
別
」
の
使
用
例
と
し
て
前
掲
の
（
１
）

（
２
）
お
よ
び
下
記
の
用
例
が
早
か
っ
た
。

（
１０
）
新
遮
爾
些
邦
の
大
憲
に
は
凡
そ
邦
内
諸
教
派
中
一
も
特
別
に
尊

貴
な
る
者
な
か
る
べ
き
旨
を
載
定
し
并
に
何
の
教
派
を
奉
ず
る
者
と

雖
も
。

（「
米
国
政
教
二
」
加
藤
弘
之

一
八
七
四
）

（
１１
）
曰
く
心
理
の
學
術
後
篇
に
至
り
此
順
序
に
從
て
論
述
せ
ん
と
欲

す
唯
如
此
く
大
綱
を
分
つ
と
雖
ど
も
間
亦
普
通
の
中
に
特
別
を
附
せ

ざ
る

を
得
ざ
る
者
あ
り
。

（「
知
説
四
」
西
周

一
八
七
四
）

（
１２
）
本
篇
擧
る
所
詩
學
と
語
原
學
に
至
て
は
素
よ
り
特
別
の
學
科
に

し
て
普
通
の
部
に
插
す
べ
き
に
非
ず
と
雖
ど
も
其
語
學
文
學
と
相
關

渉
す
る
を
以
て
姑
ら
く
茲
に
之
を
擧
ぐ
。

（「
知
説
五
」
西
周

一
八
七
四
）

（
１３
）
夫
婦
の
名
を
呼
ぶ
と
き
は
婦
名
を
先
に
し
て
夫
名
を
後
に
し
其

他
婦
人
と
同
坐
す
る
と
き
は
特
別
に
言
語
を
愼
み
。

（「
夫
婦
同
権
の
流
弊
論
」
加
藤
弘
之

一
八
七
五
）

用
例
（
１
）（
２
）
そ
し
て
（
１０
）
〜
（
１２
）
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
け

る
「
特
別
」
の
誕
生
は
一
八
七
四
年
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
早

い
時
期
の
「
特
別
」
は
何
れ
も
『
明
六
雑
誌
』
に
見
ら
れ
、
中
で
も
、
加
藤

弘
之
の
「
米
国
政
教
」
が
最
も
早
か
っ
た
。

「
米
国
政
教
」
が
Ｊ
・
Ｐ
・
ト
ム
ソ
ン
の
『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
教
会
と

国
家
』
を
摘
訳
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
未
だ
Ｊ
・
Ｐ
・
ト
ム
ソ
ン
の
原
本
が

確
認
で
き
ず
、
文
中
の
「
特
別
に
」
が
ど
の
よ
う
な
英
語
に
当
た
る
か
は
不

明
で
あ
る
、
し
か
し
、
意
図
的
に
「
特
別
」
と
い
う
新
し
い
漢
語
を
加
藤
弘

之
が
使
い
出
し
た
の
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

加
藤
弘
之
の
使
用
例
は
い
ず
れ
も
「
特
別
に
」
と
い
う
形
で
あ
り
、〈
普

通
で
は
な
い
、
と
り
わ
け
〉
と
い
う
意
味
を
表
す
。
西
周
の
使
用
例
は
「
特

別
」
の
形
で
あ
る
が
、「
普
通
の
中
に
特
別
を
附
せ
ざ
る

」
と
「
特
別
の

學
科
に
し
て
普
通
の
部
に
插
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
や
は
り
〈
普
通
で
は
な

い
、
と
り
わ
け
〉
と
い
う
意
味
を
表
す
。

『
明
六
雑
誌
』
に
お
け
る
「
特
別
」
は
加
藤
弘
之
、
西
周
が
意
図
的
に
使

い
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、「
特
別
」
が
加
藤
弘
之
、
あ
る
い
は
西
周
に
よ

る
造
語
か
、
そ
れ
と
も
当
時
の
英
和
辞
書
類
か
ら
取
っ
て
き
た
語
な
の
か
、

こ
れ
を
究
明
す
べ
く
当
時
の
代
表
的
な
英
和
辞
書
を
調
査
し
て
み
た
。
調
査

結
果
を
下
に
示
し
て
お
く
。

①
堀
達
之
助
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
初
版
』
一
八
六
二
）

Special,adj.

格
別
ノ
・
抜
群
セ
ル
・
稀
ナ
ル

Specially,adv.

格
別
ニ
・
殊
ニ

Specialty,s.

格
別
ナ
ル

②
堀
達
之
助
『
改
正
増
補
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
初
版
』

一
八
六
六
）

Special,adj.

格
別
ノ
・
抜
群
セ
ル
・
稀
ナ
ル
・
種
類
ノ

Specially,adv.

格
別
ニ
・
殊
ニ

Specialty,s.

格
別
ナ
ル

・
証
文

③
ヘ
ボ
ン
『
和
英
語
林
集
成
初
版
』
一
八
六
七
）

special,kakubetsz-na
;betsz-dan-na

;sa-shitaru.
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specially,koto-ni;koto-sara-ni;besshte
;kakubetsz-ni;b

etszdan-ni;tori-w
akete.

speciality,yete
;tokui;kinsen.

④
ヘ
ボ
ン
『
和
英
語
林
集
成
再
版
』
一
八
七
二
）

special,a.kakubetsu
na,betsu-dan

na
;sa-shitaru.

specially,adv.koto-ni,koto-sara-ni,bes-shite,kakubets
u-ni,betsudan-ni,tori-w

akete.
speciality,n.yete,tokuina

koto,sem
m
on,sengiyo.

⑤
柴
田
昌
吉
・
子
安
峻
『
附
音
挿
図
英
和
辞
彙
』
一
八
七
三
）

special,a.

種
類
ノ
、
特
ノ
、
殊
ナ
ル
、
格
外
ノ
、
別
段
ナ
ル
、

非
常
ノ
、
抜
群
ナ
ル

speciality,n.

格
別
ノ
事
、
殊
様
、
癖
、
得
手

specially,adv.

殊
ニ
、
格
別
ニ
、
別
段
ニ

specialty,n.

格
別
ノ
事
、
証
券
、
得
手
、
専
業
、
得
意
ノ
事

上
記
の
よ
う
に
、
一
八
七
四
年
以
前
の
英
和
辞
書
類
に
「
特
別
」
は
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
加
藤
弘
之
、
あ
る
い
は
西
周
に
よ
る
造
語
で
あ
ろ
う
。

『
明
六
雑
誌
』
が
近
代
日
本
に
お
け
る
学
術
総
合
雑
誌
、
学
会
誌
の
先
駆
け

と
な
り
、
文
明
開
化
時
期
の
日
本
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
刊
行
物
で
あ
る

た
め
、
こ
れ
に
用
い
ら
れ
た
漢
語
は
普
及
、
定
着
し
や
す
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
例
え
ば
、「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」（
明
治
・
大
正
・
昭
和
１
８
７
４
〜
１

９
８
９
）
で
検
索
し
て
み
る
と
、
新
聞
に
お
け
る
「
特
別
」
の
使
用
例
と
し

て
下
記
の
用
例
が
早
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
当
時
の
公
文
書

に
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
特
別
」
は
当
時
、
一
般
庶
民
か
ら
は
い
さ
さ
か
距

離
の
あ
る
語
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。

（
１４
）
達
書
第
五
十
号

明
治
七
年
十
二
月
当
省
第
四
十
三
号
達
書
左
ノ
通
リ
改
定
候
條
此
旨

相
達
候
事

明
治
八
年
十
一
月
二
十
四
日

教
部
大
輔
宍
戸
璣
地
方

官
ニ
於
テ
特
別
（
と
く
べ
つ
）
見
込
有
之
分
ハ
直
ニ
致
推
挙
候
ど

も
。

（
読
売
新
聞

一
八
七
五
年
十
一
月
二
十
九
日
）

（
１５
）
東
京
書
籍
館
規
則
付
録

官
立
学
校
教
員
及
び
各
庁
吏
員
其
他
教
学
に
裨
補
あ
り
と
認
取
す
る

人
に
し
て
特
別
の
需
要
に
供
す
る
為
め
に
書
籍
を
借
受
せ
ん
と
す
る

と
き
は
文
部
卿
の
特
示
に
由
て
之
を
得
せ
し
む
べ
し
。

（
読
売
新
聞

一
八
七
五
年
十
二
月
四
日
）

（
１６
）
乙
第
七
十
号

右
死
没
報
告
其
所
管
ニ
相
達
シ
候
日
ヨ
リ
平
定
ニ
至
ル
迄
特
別
（
と

く
べ
つ
）
ヲ
以
テ
寡
婦
孤
児
ノ
内
ヘ
為
手
当
毎
月
左
ノ
通
リ
給
与
ス

ベ
シ
。

（
読
売
新
聞

一
八
七
七
年
八
月
十
三
日
）

７

現
代
日
本
語
と
中
国
語
に
お
け
る
「
特
別
」

現
代
日
本
語
に
お
け
る
「
特
別
」
の
使
い
方
を
大
ま
か
に
分
け
て
み
る

と
、
名
詞
的
用
法
、
形
容
詞
的
用
法
、
そ
し
て
副
詞
的
用
法
と
三
分
類
で
き

る
。
名
詞
的
用
法
の
場
合
、「
特
別
」
は
「
普
通
」、「
一
般
」
の
対
義
語
と

し
て
主
に
抽
象
的
な
概
念
を
表
す
。
形
容
詞
的
用
法
に
は
「
特
別
の
」、「
特

別
な
」、
あ
る
い
は
「
特
別
〜
〜
」
の
よ
う
な
形
が
あ
る
。
そ
し
て
、「
特
別
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の
意
味
」、「
特
別
な
自
治
権
」、「
特
別
手
配
」
な
ど
の
よ
う
に
、〈
普
段
に

は
な
い
〉
と
い
う
意
味
を
表
す
。
副
詞
的
用
法
は
一
般
的
に
下
記
の
用
例

（
１７
）
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。

（
１７
）
こ
の
問
題
は
、
安
倍
首
相
夫
妻
の
友
人
な
ら
国
有
地
が
８
億
円

も
特
別
に
値
引
き
さ
れ
、
獣
医
学
部
の
新
設
で
特
別
の
便
宜
が
図
ら

れ
る
と
い
う
、
政
治
の
私
物
化
が
問
わ
れ
る
重
大
な
疑
惑
で
す
。

（
朝
日
新
聞

二
〇
一
七
年
十
月
二
十
日
）

用
例
（
１７
）
の
「
特
別
に
」
は
「
値
引
き
す
る
」
と
共
起
し
て
、
普
段
に

は
な
い
値
段
を
今
回
に
限
っ
て
交
渉
す
る
と
い
う
意
味
を
表
す
。要
す
る
に
、

「
特
別
に
」
は
後
ろ
の
動
詞
と
呼
応
し
て
、
後
ろ
の
動
詞
は
普
通
の
場
合
作

動
し
な
い
が
、
今
回
に
限
っ
て
作
動
す
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
を
表
す
。
こ

れ
が
「
特
別
に
」
の
主
た
る
意
味
用
法
で
あ
る
。
一
方
、
数
こ
そ
多
く
は
な

い
が
、
下
記
の
用
例
（
１８
）、（
１９
）
は
微
妙
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
う
。

（
１８
）
特
別
に
す
ぐ
れ
た
嗅
覚
を
持
た
な
く
て
も
、
健
や
か
な
秋
の
匂

い
を
楽
し
む
こ
と
は
で
き
る
の
だ
。

（
朝
日
新
聞

二
〇
一
七
年
九
月
三
十
日
）

（
１９
）
担
当
者
は
「
異
物
混
入
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
た
め
に
全
力
で
取

り
組
む
。
た
だ
業
界
の
な
か
で
、
当
社
が
特
別
に
多
い
わ
け
で
は
な

い
」
と
話
す
。

（
朝
日
新
聞

二
〇
一
七
年
九
月
二
十
二
日
）

用
例
（
１８
）、（
１９
）
で
は
、「
特
別
に
」
は
意
志
動
詞
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
「
優
れ
る
」、「
多
い
」
と
共
起
し
て
、〈
程
度
が
尋
常
で
は
な
い
、
と

て
も
激
し
い
〉
と
い
う
意
味
を
表
す
。「
と
て
も
」、「
大
変
」
な
ど
の
程
度

副
詞
に
置
き
換
え
て
も
問
題
は
な
い
が
、
尋
常
で
は
な
い
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン

ス
を
失
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
特
別
に
」
は
〈
程
度

が
尋
常
で
は
な
い
、
と
て
も
激
し
い
〉
と
い
う
意
味
を
表
す
こ
と
が
で
き
る

が
、
用
例
（
２０
）
と
（
２１
）
の
よ
う
に
、
比
較
対
象
が
あ
る
場
合
、「
特
別

に
」
を
使
わ
ず
、「
特
に
」
を
使
う
。

（
２０
）
和
食
は
な
ん
で
も
好
き
だ
が
、（

）
魚
が
大
好
物
だ
。

（
２１
）
辰
也
は
な
ん
で
も
よ
く
で
き
る
。（

）
英
語
は
抜
群
だ
。

現
代
日
本
語
に
お
い
て
〈
程
度
が
尋
常
で
は
な
い
〉
を
意
味
す
る
「
特

別
」
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
の
に
対
し
て
、
現
代
中
国
語
で
は
む
し
ろ
こ
れ

が
メ
イ
ン
と
な
る
意
味
用
法
で
あ
る
。
例
え
ば
、
下
記
の
用
例
（
２２
）
と

（
２３
）
を
見
て
み
る
。

（
２２
）
他
走
得
很
慢
。
身
子
揺
揺
晃
晃
、
頭
変
得
特
別
重
。

（『
寒
夜
・
九
』
巴
金

一
九
四
四
〜
一
九
四
六
）

〈
訳
文
〉〈
彼
は
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い
て
、
体
が
ふ
ら
ふ
ら
し
て
頭
が

と
て
も
重
い
よ
う
で
あ
る
。〉

（
２３
）
街
上
的
冷
静
使
�
的
声
音
顕
著
特
別
的
清
亮
。

（『
駱
駝
祥
子
』
老
舎

一
九
三
七
）

〈
訳
文
〉〈
静
ま
り
返
っ
た
街
で
は
彼
女
の
声
が
余
計
き
れ
い
に
聞
こ

え
て
く
る
。〉
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そ
し
て
、
用
例
（
２０
）、（
２１
）
の
よ
う
に
、
現
代
日
本
語
に
お
い
て
前
の

文
で
述
べ
た
事
物
の
中
か
ら
、
特
定
の
も
の
を
と
り
た
て
、
強
調
す
る
場
合
、

「
特
別
」
を
使
わ
な
い
の
に
対
し
て
、
現
代
中
国
語
で
は
「
特
別
是
」
の
形

で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
下
記
の
用
例
（
２４
）
と
（
２５
）
は
面
白

い
。

（
２４
）
�
似
乎
很
不
満
李
家
兄
弟
、
特
別
是
対
黒
李
。

（「
赶
集
・
黒
白
李
」
老
舎

一
九
三
四
）

〈
訳
文
〉〈
彼
女
は
李
氏
兄
弟
に
と
て
も
不
満
を
持
っ
て
い
て
、
特
に

黒
李
の
こ
と
を
嫌
っ
て
い
る
。〉

（
２５
）
必
須
更
多
地
利
用
和
発
展
沿
海
工
業
、
特
別
是
軽
工
業
。

（「
論
十
大
関
係
・
二
」
毛
沢
東

一
九
五
六
）

〈
訳
文
〉〈
沿
海
部
の
工
業
を
更
に
発
展
さ
せ
、
利
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
特
に
軽
工
業
の
発
展
は
大
切
で
あ
る
。〉

８

ま
と
め

古
代
中
国
語
に
は
「
特
別
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
あ
っ
た
が
、
大
抵

〈
特
に
、
別
途
〜
〜
〉
と
い
う
ふ
う
に
解
釈
さ
れ
、
一
語
と
し
て
熟
し
て
い

な
か
っ
た
。「
呂
布
東
北
而
進
。
数
日
、
見
桑
麻
地
土
特
別
」（『
三
国
志
平

話
・
上
巻
』
作
者
不
明

元
（
一
二
七
一
〜
一
六
三
八
））
の
中
の
「
特
別
」

は
〈
普
通
で
は
な
い
、
と
り
わ
け
〉
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
同
様

の
用
例
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
特
殊
な
一
例
と
見
な
し
て
よ
い
。

や
や
不
思
議
な
こ
と
に
、
十
六
世
紀
の
朝
鮮
語
資
料
の
『
朝
鮮
王
朝
実
禄
』

に
一
語
と
見
な
す
べ
き
「
特
別
」
は
あ
っ
た
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
可

能
性
と
し
て
は
〈
特
に
、
別
途
〜
〜
〉
か
ら
変
化
し
て
き
た
も
の
で
は
な
い

か
。一

八
七
〇
年
代
に
加
藤
弘
之
と
西
周
な
ど
の
先
哲
は
最
初
に
『
明
六
雑

誌
』
で
「
特
別
」
を
使
い
出
し
た
。『
明
六
雑
誌
』、
そ
し
て
著
名
な
学
者
の

影
響
力
が
あ
っ
て
、
和
製
漢
語
の
「
特
別
」
は
瞬
く
間
に
日
本
語
の
中
で
定

着
し
た
。
現
代
日
本
語
に
お
い
て
、「
特
別
」
は
名
詞
、
形
容
詞
、
副
詞
な

ど
の
よ
う
に
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
に
使
わ
れ
て
い
る
。

中
日
近
代
語
彙
交
流
の
視
点
か
ら
言
う
と
、
日
清
戦
争
以
降
、
中
国
で
は

富
国
強
兵
を
成
し
遂
げ
た
日
本
を
学
ぶ
機
運
が
高
ま
り
、
多
く
の
中
国
人
留

学
生
が
来
日
し
、
ま
た
、
多
く
の
日
本
人
教
師
が
中
国
に
赴
い
た
。
そ
こ
で
、

日
本
で
成
立
し
た
和
製
漢
語
の
「
特
別
」
も
当
時
の
中
国
に
紹
介
さ
れ
、
そ

し
て
現
代
中
国
語
に
繋
が
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
中
国
語
に
お
け
る
「
特
別
」
は
〈
普
通
で
は
な
い
、
と
り
わ
け
〉

と
い
う
意
味
を
有
す
る
と
同
時
に
、
だ
ん
だ
ん
〈
程
度
が
並
々
な
ら
ぬ
、
激

し
い
〉
の
ほ
う
に
意
味
が
傾
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
代
日
本
語

に
見
ら
れ
な
い
用
法
を
も
有
し
て
い
る
。

注

（
１
）
本
論
文
で
はJapanK

now
ledge

（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
）
に
収
録

さ
れ
た
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』（
小
学
館

二
〇
〇
二
）
を
利
用

す
る
。

（
２
）
『
漢
語
大
詞
典
』（
羅
竹
風
他

一
九
八
六
）
な
ど
の
中
国
語
資
料
を

引
用
す
る
場
合
、
中
国
語
の
漢
字
を
日
本
語
の
漢
字
に
書
き
改
め
た
。

「
你
」、「

」
な
ど
一
部
現
代
日
本
語
で
使
わ
な
い
漢
字
は
「

」、「
們
」

の
よ
う
に
旧
体
字
、
あ
る
い
は
異
体
字
で
示
す
。
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（
３
）
日
本
語
の
訳
文
は
筆
者
に
よ
る
も
の
、
以
下
同
様
。

（
４
）
羅
竹
風
他
『
漢
語
大
詞
典
』（
上
海
辞
書
出
版
社

一
九
八
六
）
第
六

巻
第
二
六
二
頁
。

（
５
）
佐
藤
亨
『
現
代
に
生
き
る
幕
末
・
明
治
初
期
漢
語
辞
典
』（
明
治
書
院

二
〇
〇
七
）
第
六
六
六
頁
。

（
６
）
黄
河
清
『
近
現
代
辞
源
』（
上
海
辞
書
出
版
社

二
〇
一
〇
）
第
七
二

二
頁
。
そ
し
て
、
文
中
の
通
し
番
号
は
筆
者
が
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
７
）
一
八
九
八
年
十
一
月
十
一
日
創
刊
、一
九
〇
一
年
十
一
月
十
一
日
停
刊
、

全
一
〇
〇
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。

（
８
）
「
申
報
」
は
一
八
七
二
年
四
月
三
十
日
創
刊
、
一
九
四
九
年
五
月
二
十

七
日
廃
刊
、
中
国
近
現
代
史
の
百
科
全
書
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
重
要
な
新

聞
で
あ
る
。
そ
し
て
、
時
期
的
に
も
ち
ょ
う
ど
近
代
中
国
語
の
変
動
期
を

カ
バ
ー
で
き
る
格
好
の
資
料
で
あ
る
。

（
９
）
英
華
字
典
類
の
調
査
に
当
た
っ
て
、
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
の
英

華
字
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
す
る
。見
出
し
語
は
横
線
で
示
し
て
お
き
、

そ
し
て
記
述
の
便
宜
上
、
番
号
を
付
け
て
お
く
。

（
１０
）
胡
新
祥
「「
普
通
」
の
意
味
変
遷
」（『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
第
二

十
三
号

二
〇
一
六
年
三
月
）
第
九
十
六
頁
〜
第
一
〇
四
頁
。

（
１１
）
全
称
は
「
編
訂
名
詞
館
」
で
あ
る
。
清
の
末
期
、
学
術
用
語
の
訳
語
の

統
一
を
図
る
た
め
、
清
王
朝
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
こ

し
ん
し
ょ
う

大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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